
作成日 平成22年 7月 1日

【目標達成計画】

1 6（5）

・施錠せずに安全に生活出
来る事業所を開設する。
・身体拘束をしないケアに
ついての研修の実施

・来年度新しく事業所を開
設（グループホームの移
動）のため構造面ではしっ
かり配慮する。
・スタッフ全員参加の研修
を行なう。

研修期間
7月～8月

2 35（13）
災害時の地域の協力体制を
築く

運営推進委員会での呼びか
け、自治会に出向いてのお
願い、警察・消防・地域
（店舗・自治会）との連絡
網の作成

8月中

3 33（12）

重度化や終末期に向けた方
針の話し合いは必ず少しで
も話をしたら記録に残して
おく。

今期より担当制（職員2人
で利用者1名）を摂るよう
になったので、管理者・ケ
アマネ・担当者・ご家族様
含めての話し合いをしっか
りもち記録をすること

評価結果
が届いて
からすぐ
行なう。

4 49（18）

事務所から外出の際は応援
を依頼し運転など協力をし
てもらいながら外出援助を
行なっていく。

・毎週金曜日には市町村主
催の脳トレに参加
・喫煙者の方は一緒に近く
のコンビニまで一緒に買い
物同行
・年に1回少人数での遠足
（ご家族様含めて）

7月～

5

注１） 項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２） 項目数が足りない場合は、行を追加すること。

・建築の構造上危険格子の為
施錠
・身体拘束をしないケアについ
ての研修の未実施

限られた範囲ないの協力体制し
かとれていない。

面会に来られ時等、何度も何度
も終末期のケアについて話し合
いは行なっているが、内容が記
録が少ない。

ご利用様が重度化されてきてい
て職員体制の関係もあり日常的
に個別に外出等することが困難
である。

事業所名グループホーム あおぞら

（別紙２）
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